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(1) ?? Quand je me promenais dans la forêt, j’ai vu un ours. 
   [When I was taking a walk in the forest, I saw a bear.] 
(2) ?? J’ai vu un ours quand je me promenais dans la forêt.               





(3) Et tout à l’heure, quand nous traversions cette esplanade, de l’autre côté 
du boulevard de Sébastopol, j’ai pensé : « C’est ici que finira ton  
aventure. »                      
[And just now, when we were crossing this esplanade, from the other side 
of the Sebastopol boulevard, I thought: “ It’s here where will finish your  

























































た。西村 (2011) では、quand 節の中で半過去を用いることはできないので、半過去
を主節に置き、後続する quand 節の中で複合過去や単純過去を用いる必要があると説
明されている。このような構文は逆従属構文と呼ばれるが、逆従属構文において主節
に現れる半過去は、後続する quand 節の単純過去や複合過去に対してではなく語りの
母時空間に対して事態を係留すると考えることで、quand 節の事態が主節の事態から
切り離され予想外の事態が出現したという意外性の意味効果が生み出されることを適
切な形で説明することができる。 
結論では各章で論じたことをまとめ、本論文における説明概念である談話的時制解
釈モデルを用いると、quand 節や逆従属構文に現れる半過去の解釈に対して個別の説
明原理を措定しなくても、半過去の一般的な解釈メカニズムに基づき統一的な形で説
明を行うことができることを具体例の分析によって示すことができた点を確かめた。
さらに本論文の課題として、主たる考察の対象が quand 節に現れる半過去に限られて
いる点を指摘し、談話的時制解釈モデルの有効性を示すためには、本論文では扱うこ
とができなかったその他の半過去の用例についても考察を深めていく必要があること
を述べた。本論文においては考察の対象が限定的ではあるものの、一見すると例外的
と思われる現象に着目して考察を深めることで、半過去による事態の定位メカニズム
の解明という本質的な問題に迫ることが可能となることを示すことができた。また、
個別の説明概念を用いるのではなく、半過去による事態の定位メカニズムという、よ
り一般性の高い概念を用いて言語現象の説明を行うことができた。 
したがって本論文では、先行研究において適切な形で示されることがなかった
quand 節に現れる半過去の解釈メカニズムに対する統一的かつ明示的な説明原理を明
らかにすることができた点、そして逆従属構文において主節に現れる半過去の解釈が
後続する quand 節に現れる過去時制ではなく、文脈上設定される語りの母時空間に対
して係留するという考え方を示した点において、従来の学説に対して新たな知見を加
えることができたと言うことができる。 
